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Interview

五十嵐　まずは野村院長の歩みからお聞

かせ頂けますか？

野村　小児科医になってから 25 年。専

門は小児科の中でも特殊な未熟児新生児

医療で、生命・障がい・親子の絆などの

問題にも携わり貴重な経験をしました。

後にクリニック開業のお話を頂き、2010

年に当院を開くことに。現在は、若い頃

に自分が思い描いていた診療の形態を実

現できている実感があります。

五十嵐　院長の考える理想の診療という

のは、どんなものですか？

野村　私は、地域に密着してより専門性

の高い医療を提供したいという想いを強

く持っています。また「子どものこころ

相談医」の資格を生かして、子どもたち

やご両親とのコミュニケーションを大切

にしたいと思っています。

五十嵐　2011 年からは病児保育室「ちゅ

んちゅん」を開かれたと伺いました。

野村　はい。お子様が病気になっても保

護者の方がそばにいてあげられない場合

にご利用頂ける乳幼児健康支援サービス

で、3Fがクリニック、4Fにその施設が

あります。ここは広島市で 10 ヶ所ある

病児保育施設の 1つで、市の援助を受け

ながら運営しております。保育士が常駐

し、当クリニックの看護師とともに保育

にあたっています。

五十嵐　子どもの病状が急変した時も安

心ですね。院内の随所にも可愛い絵が描

かれてあり、とても癒されますよ。

野村　そう言って頂けると嬉しいです。

これはホスピタルアートと言って、絵本

作家のふくだとしお先生に描いて頂きま

した。私も医者の仕事が大変で精神的に

疲れていた時に、ふくだ先生のアートを

見て心が癒された経験があります。「病

院は注射など怖いことをされるところ」

と思っている子どもたちやご家族の不安

を少しでも取り除き、リラックスして頂

きたいと思ったのです。色彩デザイナー

の稲田恵子先生は、待合室の椅子の色に、

暖かみのあるオレンジ色を選んでくださ

いました。他にも、キッズコーナーには

子どもが好きなアイテムを置いて遊んで

もらっているんですよ。

五十嵐　先生の思い描く医療の形という

のが、こうした配慮からも伝わってきま

す。

野村　何よりもまず、皆様の心が安らぐ

ようなクリニックを目指したいと思って

います。小児科一般の診療、健診、予防

接種などに加えて、精神的ケアを心がけ

る─。その想いを持ち続け、今後もス

タッフと一丸となって、心を込めて地域

医療に貢献していきたいですね。
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野村 真二
1987 年に広島大学病院小児科に入局し、その後県内
の病院で経験を積む。広島市立広島市民病院、未熟児
新生児センター部長を務める。2010 年 9 月、こころ・
チャイルド・クリニックを、2011 年 4 月には病児保
育室「ちゅんちゅん」を開設した。

Company data

心安らぐ空間で心を込めた診療を
病児保育室併設の小児クリニック

可愛い絵が描かれた空間で遊んでいると
病気で来たことも忘れてしまいそうで、
楽しく病院に行けそうです。クリニック
のロゴにあるハムスターの「ちゅんちゅ
ん」は、野村院長ご自身が描いたものな
んだとか！院長の温かい人柄と思いやり
が伝わってくるクリニックでした。

五十嵐 めぐみ（女優）
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◀ 野村院長が描いた、
クリニックと病児保育
施設のロゴ


